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南
米
、
ア
フ
リ
カ
各
国
や
国
際
機
関
の

代
表
ら
１
５
０
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

理
事
長
は
、
①
「
１
９
９
０
年
代
に

比
較
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
平
和
と
安
全

は
前
進
し
て
い
る
」、
②
「
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
が
平
均
5
％
を
超
え
る
経
済

成
長
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
際
社
会
は
ア
フ
リ
カ
の
社
会
セ
ク
タ

ー
（
水
、
教
育
、
保
健
）
と
経
済
成
長

分
野
（
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
）

の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
支
援
を
行
う
べ

き
」、
③
「
人
間
の
安
全
保
障
に
基
づ
い

た
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
不
可

欠
」
な
ど
と
述
べ
た
。

こ
の
講
演
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
理
事
長
と
し
て
ア

フ
リ
カ
支
援
に
取
り
組

ん
で
き
た
4
年
間
と
、

10
年
間
の
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
）
で
の
経
験
を
踏
ま

え
た
も
の
で
、ア
フ
リ
カ

の
紛
争
予
防
、
紛
争
、

和
平
、
復
興
、
開
発
、
成

長
を
包
括
的
に
と
ら
え

た
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

な
っ
た
。

ま
た
理
事
長
は
、
エ

チ
オ
ピ
ア
で
住
民
と
行

政
と
の
協
働
で
小
学
校

の
建
設
・
運
営
を
行
う

「
住
民
参
加
型
基
礎
教

育
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
現
場
を
視

察
し
た
ほ
か
、
ア
フ
リ
カ
で
活
発
に
動

き
始
め
た
民
間
セ
ク
タ
ー
の
事
例
と
し

て
、
バ
ラ
農
園
を
訪
問
。
エ
チ
オ
ピ
ア

か
ら
は
年
間
5
0
0
万
本
の
バ
ラ
が
日

本
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
雇

用
を
現
場
で
創
出
し
て
い
る
。

面
談
し
た
多
数
の
ア
フ
リ
カ
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
、「
ア
フ
リ
カ
の
持
続
的
な

経
済
成
長
の
た
め
に
は
『
平
和
』
と

『
人
材
育
成
』
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
強

調
し
て
い
た
。

（
文
＝
黒
川
恒
男
・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ア
フ
リ
カ
部
部
長
）

定
や
河
川
港
の
整
備
、
職
業
訓
練
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
な
ど
を
実
施
し
た
。

サ
ル
ヴ
ァ
・
キ
ー
ル
南
部
政
府
大
統

領
は
会
談
の
中
で
、「
多
く
の
ド
ナ
ー
が

復
興
支
援
を
表
明
す
る
が
、
具
体
的
な

結
果
を
出
し
て
い
な
い
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

素
早
く
、
人
々
に
平
和
の
果
実
を
河
川

港
修
復
や
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
設
立
な

ど
の
形
で
示
し
て
く
れ
た
」
と
述
べ
た
。

「
港
も
道
路
も
職
業
訓
練
も
、
モ
デ
ル

と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
で
規
模
は
小
さ

い
で
す
が
･
･
･
」
と
の
緒
方
理
事
長
の

言
葉
に
、
大
統
領
は
「D

on't
think

it

is
sm
all.

（
小
さ
い
な
ん
て
考
え
な
い

で
く
だ
さ
い
）」。
20
年
の
内
戦
に
よ
っ

て
南
部
ス
ー
ダ
ン
は
荒
廃
し
、
生
活
環

境
が
厳
し
く
、
建
築
資
材
や
人
材
が
絶

対
的
に
不
足
し
て
い
る
。
多
く
の
ド
ナ

ー
が
復
興
支
援
に
苦
戦
す
る
中
、「
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
果
た
す
役
割
と
貢
献
が
わ
れ
わ

れ
に
も
た
ら
す
も
の
は
大
き
い
」
と
い

う
ス
ー
ダ
ン
側
の
感
謝
の
意
だ
っ
た
。

次
に
訪
れ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
の
首
都
ア

デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
に
は
、
ア
フ
リ
カ
連
合

（
Ａ
Ｕ
）
の
本
部
が
あ
る
。
緒
方
理
事
長

は
、
Ａ
Ｕ
会
議
場
に
て
、「
ア
フ
リ
カ
の

現
状
と
開
発
の
方
向
性
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
、
先
進
国
、
ア
ジ
ア
、
中

ス
ー
ダ
ン
は
、
ア
フ
リ
カ
最
大
の
国

土
を
持
ち
、
紛
争
、
和
平
、
開
発
、
成

長
を
一
国
内
に
同
時
に
抱
え
る
国
だ
。

20
年
に
及
ん
だ
南
北
間
の
内
戦
は
、
2

0
0
5
年
1
月
の
南
北
包
括
和
平
合
意

に
よ
り
終
結
し
た
。
現
在
、
産
油
国
と

し
て
、
年
間
約
13
％
の
経
済
成
長
を
続

け
て
い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
和
平
合
意
前
か
ら
首
都

ハ
ル
ツ
ー
ム
に
入
り
、
和
平
合
意
後
は

貧
困
が
集
中
す
る
南
部
ス
ー
ダ
ン
で
、

関
係
者
が
テ
ン
ト
や
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス

で
寝
泊
ま
り
し
な
が
ら
、
都
市
計
画
策
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JICafeでは、各事業の動き

やJICAパートナーの紹介、

イベント報告などJICAの

最新動向をお伝えします。
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復
興
に
お
け
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
役
割
を
評
価

ア
フ
リ
カ
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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緒方理事長が
スーダン、
エチオピアを訪問
2月15～22日、緒方貞子理事長はスーダン、エチ
オピアを訪問した。政府要人との会談やプロジェ
クト現場の視察などを通じ、平和構築・復興支援
の方向性を協議したほか、アフリカ連合本部では、
アフリカ開発に関する講演を行った。

住民参加により建設された教室で、児童たちの授業を見守る理事長と郡教育事務所長
（エチオピア）

を
目
指
し
て
発
足
し
た
の
が
政
策
提
言

型
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、（
特
活
）
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
市
民

社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
だ
。

主
な
活
動
は
、
①
調
査
研
究
を
通
じ

た
政
策
提
言
（
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
）、
②
対

ア
フ
リ
カ
政
策
を
民
衆
レ
ベ
ル
で
評
価

す
る
『
ア
フ
リ
カ
政
策
市
民
白
書
』
の

発
行
、
③
現
地
の
最
新
動
向
を
伝
え
る

『
ア
フ
リ
カ
・
ア
ラ
ー
ト
通
信
』
の
配

信
、
④
ア
フ
リ
カ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
日
本
の
援

助
機
関
と
共
催
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
。

ま
た
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
を
機
に
日
本

国
民
の
ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
理
解
を
深

め
よ
う
と
産
官
学
連
携
の
も
と
に
「
ア

フ
リ
カ
2
0
0
8
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

開
始
、
5
つ
の
地
方
都
市
で
「
ア
フ
リ

カ
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
を

展
開
中
だ
。

役
割
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

副
代
表
の
舩ふ

な

田だ

ク
ラ
ー
セ
ン
さ
や

か
・
東
京
外
国
語
大
学
准
教
授
は
「
一

方
的
に
援
助
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
フ

リ
カ
開
発
の
当
事
者
で
あ
る
市
民
社
会

の『
人
』を
育
て
、

持
続
的
発
展
を
目

指
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ん
」
と
述
べ
る
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
は

一
つ
の
通
過
点
に

す
ぎ
な
い
。
T
I

C
A
D
市
民
社
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市

民
社
会
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
確
立
を
通

じ
て
、ア
フ
リ
カ
民

衆
が
自
ら
主
体
的

な
役
割
を
果
た
す

ア
フ
リ
カ
開
発
の

実
現
を
目
指
す
。

発
足
当
初
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
も
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
一

つ
が
連
続
講
座
「
ア
フ
リ
カ
学
」
だ
。

日
本
で
は
ア
フ
リ
カ
に
関
す
る
知
識
を

体
系
立
て
て
習
得
で
き
る
場
が
少
な
い
。

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
ア
フ
リ

カ
に
お
け
る
国
際
協
力
を
包
括
的
に
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
地
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
と

協
力
し
、
ア
フ
リ
カ
と
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

援
助
機
関
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め

に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
。
1
月
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
行
わ

れ
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
60

団
体
が
参
加
、「
エ
チ
オ
ピ
ア
の
開
発
に

お
け
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
市
民
社
会
の

m e n u

P A R T N E R S

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ

に
向
け
て

市
民
社
会
間
の
つ
な
が
り
を
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冷
戦
終
結
後
、
欧
米
援
助
国
の
間
で

ア
フ
リ
カ
に
対
す
る
「
援
助
疲
れ
」
が

ま
ん
延
す
る
中
、
日
本
政
府
は
1
9
9

3
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
）
を
主
導
し
、
ア
フ
リ
カ
援
助

の
重
要
性
を
訴
え
て
き
た
。

し
か
し
、
当
初
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
は
あ
く

ま
で
政
府
関
係
者
を
中
心
に
行
わ
れ
る

国
際
会
議
。「『
ア
フ
リ
カ
の
草
の
根
の

声
』
は
政
府
や
援
助
国
に
届
き
、
本
当

に
人
々
の
生
活
向
上
に
役
立
っ
て
い
る

の
か
」
と
、
市
民
レ
ベ
ル
で
疑
問
の
声

が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、「
ア
フ
リ
カ
の

草
の
根
の
人
々
へ
届
く
支
援
の
実
現
」

（特活）TICAD市民社会フォーラム
〒169-0051   東京都新宿区西早稲田1-21-1 早大西早稲田ビル7F

プロジェクト室 613-6号室 早稲田大学アジア太平洋センター気付
TEL／FAX：03-5286-8261 Email：office@ticad-csf.net
URL：http://www.ticad-csf.net
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「アフリカ2008キャンペーン」の一環である
「Run for Africa」は、マラソンを通じて市民
のアフリカへの関心を呼び起こそうというも
の。07年11月の河口湖マラソンには、おそろ
いのTシャツを着た有志が参加した

2007年1月、ケニア・ナイロビで開催された世界社会フ
ォーラムに出展した際、来場者に日本・アフリカのＮＧＯ
間の協働の重要性を説明する舩田さん

日本とアフリカの市民社会
をつなぐネットワークを
5月の第4回アフリカ開発会議（TICADⅣ）を控え、

日本国内ではアフリカへの関心が高まっている。

政府レベルの活動に注目が集まる傍ら、（特活）

TICAD市民社会フォーラムは市民社会をベース

にしたアフリカ支援を推進している。

NGO （特活）TICAD
市民社会フォーラム現

地
の
声
を
聞
き
、

人
々
に
届
く
援
助
を
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以
後
、「
途
上
国
を
も
っ
と
知
り
た

い
」
と
い
う
思
い
に
導
か
れ
る
が
ま
ま
、

ア
フ
リ
カ
へ
飛
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
で

短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
歩
く
う
ち

に
、「
今
の
自
分
は
（
国
際
協
力
に
取
り

組
む
）
知
識
も
技
術
も
な
い
」
と
感
じ
、

「
途
上
国
の
暮
ら
し
は
農
業
が
中
心
。
農

業
を
通
じ
た
国
の
開
発
が
必
要
な
の
で

は
」
と
考
え
、
経
済
学
部
卒
業
後
、
大

学
院
で
農
業
を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
。

大
学
院
を
出
た
後
は
、
指
導
教
授
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
経
験
者
だ
っ
た
こ

と
な
ど
も
あ
り
、
国
際
協
力
に
取
り
組

む
場
と
し
て
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
を
選
ん
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
ま
ず
九
州
へ
配
属

に
な
り
、
産
業
技
術
、
都
市
公
害
問
題

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
を
学
び
に
来

た
途
上
国
の
人
々
の
た
め
の
研
修
の
運

営
に
携
わ
っ
た
。
そ
れ
を
通
し
て
、
多

種
多
様
な
分
野
の
知
識
や
プ
ロ
と
出
会

い
、「
楽
し
く
て
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
」

と
言
う
。

2
0
0
6
年
3
月
か
ら
は
、
ウ
ガ
ン

ダ
事
務
所
で
、
経
理
担
当
と
し
て
の
才

能
を
開
花
さ
せ
る
と
と
も
に
、
農
業
・

農
村
開
発
と
水
資
源
開
発
分
野
の
仕
事

を
す
る
。
中
で
も
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け

る
農
業
支
援
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
力
を
入
れ

る
ネ
リ
カ
（
高
収
量
の
ア
ジ
ア
稲
と
病
気

や
雑
草
に
強
い
ア
フ
リ
カ
稲
を
交
配
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
稲
）
普
及
事

業
で
は
、
そ
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
る

専
門
家
と
と
も
に
、
栽
培
が
急
激
に
拡

大
し
て
い
る
「
挑
戦
の
時
期
」
に
仕
事

が
で
き
る
こ
と
を
、
幸
運
と
感
じ
る
。

周
辺
諸
国
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
た

ち
が
、
ネ
リ
カ
普
及
の
た
め
の
研
修
に

来
れ
ば
、
一
緒
に
実
習
に
参
加
し
、
率

先
し
て
作
業
に
取
り
組
む
。
得
ら
れ
る

知
識
や
技
術
は
す
べ
て
吸
収
し
た
い
、

と
い
う
意
気
込
み
だ
。

そ
ん
な
藤
家
さ
ん
の
こ
と
を
、
同

僚
は
少
し
冗
談
っ
ぽ
く
「
第
一
印
象

が
と
っ
て
も
怖
い
」
と
言
う
。

「
い
つ
も
笑
顔
を
心
掛
け
て
い
る

ん
で
す
け
ど
ね
ぇ
」
と
本
人
。
ど
う

や
ら
仕
事
熱
心
で
手
際
が
良
く
、

意
見
を
明
確
に
伝
え
る
ス
タ
イ
ル

が
、
厳
し
い
印
象
を
与
え
て
い
る
よ

う
だ
。
が
、
実
際
に
は
、
面
倒
見

が
良
く
、
同
僚
に
と
っ
て
は
頼
れ

る
仲
間
、
新
人
や
協
力
隊
の
若
者

た
ち
に
と
っ
て
は
良
き
先
輩
。

現
在
32
歳
の
藤
家
さ
ん
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
で
働
く
後
輩
た
ち
に
い
つ
も
、

「〝
組
織
内
で
の
良
い
職
員
〞
に
な
ら

な
く
て
も
い
い
か
ら
、
自
分
の
担
当

し
て
い
る
仕
事
や
地
域
を
良
く
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
」
と
話

し
て
い
る
。
日
本
で
は
国
際
協
力
に
取

り
組
む
た
め
の
機
会
や
窓
口
が
ま
だ
ま

だ
少
な
い
が
、
将
来
は
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
形
で
国
際
協
力
の
人
材
が
必
要
と

さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。
そ
の
と
き

力
を
発
揮
す
る
の
は
、
組
織
に
ば
か
り

頼
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
事
業
を
動
か

し
向
上
さ
せ
る
力
を
持
つ
人
間
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

「
私
自
身
も
、
個
人
で
も
国
際
協
力
に

力
を
発
揮
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
、
人
を
育
て
、
自

分
を
育
て
る
藤
家
さ
ん
の
挑
戦
は
続
く
。

新
し
い
知
識
や

人
と
の
出
会
い
を
力
に
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藤家斉 さん
Fujiie Hitoshi 

「個人でも国際協力に
力を発揮できる人間に」
JICAウガンダ事務所員

国際協力に関心を持ち、JICA に入って8年。藤家さんは
今、ウガンダでの仕事を楽しみながら、若者たちとともに、
どこにいても国際協力に力を発揮できる人間を目指す。
文＝工藤律子　写真＝篠田有史

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

m e n u

I N F O R M A T I O N

2
月
27
日
、
中
国
・
北
京
の
日
中
友

好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
分
析
技
術
質
量
管
理
研
修
」
が
実

施
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
3
人
が
、

中
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
観
測
担
当
者
、
研
究
者
41
人
に
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
の
分
析
技
術
に
関
す
る
講

義
を
行
っ
た
。
こ
の
研
修
は
、
昨
年
12

月
に
福
田
首
相
と
温
家
宝
首
相
が
発
表

し
た
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
人
材

育
成
計
画
の
一
環
。
１
月
に
は
、
中
国

か
ら
気
候
変
動
・
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ

ニ
ズ
ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）
の
担
当
者
29
人
が

来
日
し
、
大
阪
と
名
古
屋
で
実
施
さ
れ

た
Ｃ
Ｄ
Ｍ
に
関
す
る
日
中
関
連
政
策
研

修
に
参
加
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設

計
書
作
成
に
関
す
る
具
体
的
な
指
導
を

受
け
る
と
と
も
に
、
民
間
企
業
の
視
察

な
ど
を
通
し
て
企
業
の
環
境
対
策
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
、
こ
れ
か

ら
3
年
間
で

中
国
の
環
境

分
野
で
1
万

人
の
人
材
育

成
を
行
っ
て

い
く
予
定
だ
。

い
つ
も
本
誌
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
号
で
は

本
誌
で
連
載
中
の
「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
」（
2
0
0
7
年
5
月
号
〜
08
年
4
月

号
、
計
10
回
）
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ

Ｍ
を
添
付
し
て
い
ま
す
。「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ

Ｉ
Ｌ
Ｅ
」
は
、
各
号
の
特
集
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
、
開
発
途
上
国
の
諸
問
題
や

各
国
・
地
域
の
基
本
情
報
・
特
性
な
ど

を
最
新
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
解
説
し
た

も
の
で
す
。
開
発
教
育
・
国
際
理
解
教

育
の
教
材
や
参
考
資
料
な
ど
と
し
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
収
録
内
容
】

07
年
5
月
号
シ
ニ
ア
世
代
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

6
月
号
　
地
球
温
暖
化
対
策

7
月
号
　
ガ
バ
ナ
ン
ス

8
月
号
　
西
バ
ル
カ
ン
地
域

10
月
号
　
イ
ン
フ
ラ
と
成
長

11
月
号
　
世
界
の
水
問
題

12
月
号
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平
等

08
年
1
月
号
　
地
球
温
暖
化
の
影
響

3
月
号
　
世
界
の
食
料
問
題

4
月
号
　
ア
フ
リ
カ
の
変
化

（
注
）
収
録
内
容
は
無
断
転
載
、
貸
与
、

譲
渡
、
商
業
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
参
考
資
料
な
ど
と
し
て
使
用
す

る
場
合
は
出
典
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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「
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」収
録

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
録
の
お
知
ら
せ

2
月
6
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
総

合
研
修
所
に
お
い
て
、ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

の
6
カ
国
か
ら
研
究
者
を
招
い
て
「
ア

ジ
ア
の
経
済
成
長
と
ア
フ
リ
カ
開
発
」

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
第
4
回

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
）

に
向
け
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
国
際
協
力
銀

行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が
共
同
で
策
定
中
の

政
策
提
言
「
現
代
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る

『
開
発
主
義
国
家
』
の
持
つ
意
味
と
可
能

性
｜
ア
ジ
ア
の
経
験
と
の
比
較
か
ら
｜

（
仮
題
）」
に
関
し
て
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
圏
の
研
究
者
や
有
識
者
の
意
見
を

取
り
込
む
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

当
日
は
、
国
連
社
会
開
発
研
究
所
の
タ

ン
デ
ィ
カ
・
ム
カ
ン
ダ
ウ
ィ
ア
所
長
や

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
ア
ク
バ
ル
・
ノ
ー

マ
ン
教
授
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
各
国

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
出
席
。
日
本
の
研
究

者
、
一
般
参
加
者
を
交
え
て
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
開
発
途
上
国
の
政

策
決
定
者
へ
の
提
言
発
信
に
対
す
る
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
報
告
は
、
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅳ
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
5
月
27
日
開
催
予
定
）
で
公
表
さ
れ
る

予
定
だ
。

「
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
と

ア
フ
リ
カ
開
発
」

国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
で
は
、
2
月

9
日
に
山
梨
日
立
建
機
株
式
会
社
・
雨

宮
清
社
長
に
よ
る
地
雷
撤
去
に
関
す
る

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
当
日
は
雪
に
も

か
か
わ
ら
ず
約
1
8
0
人
が
来
場
し
、

地
雷
と
戦
い
続
け
る
雨
宮
氏
の
話
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
た
。

雨
宮
氏
は
、
1
9
9
5
年
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
地
雷
被
害
者
と
出
会
っ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
企
業
の
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
地
雷
撤
去
機
の
開
発
を
始
め

た
。
現
在
は
6
カ
国
で
56
台
の
地
雷
除

去
機
が
稼
働
中
で
、
社
長
自
ら
現
地
へ

訪
れ
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。
講
演
会

で
は
、
模
擬
地
雷
除
去
の
実
験
風
景
や

現
地
で
技
術
指
導
を
す
る
姿
な
ど
、
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
写
真
や
映
像
も
紹
介
。

雨
宮
氏
は
「
た
と
え
戦
争
が
終
わ
っ
て

も
、
地
雷
が
あ
れ
ば
元
の
生
活
に
は
戻

れ
な
い
。
大
切
な
の
は
、
そ
こ
に
住
む

子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
取
り
戻
す
こ

と
。
そ
し
て
人
を

思
い
や
る
心
を
忘

れ
ず
、
何
事
も
一

生
懸
命
や
る
こ
と

が
大
事
」
と
語
っ

た
。 「

地
雷
撤
去
に
挑
む
〜
平
和

で
豊
か
な
大
地
へ
の
復
興
を

目
指
し
て
〜
」
講
演
会
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研修の開講式の様子

ウガンダに集まった周辺諸国の青年海外協力隊員らとネリカ研修に参加。収量調
査のための実習で、現地の研究者とともに“お手本”となって稲を刈る藤家さん
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農
業
を
通
じ
た

開
発
の
重
要
性
に
気
付
く

高
校
時
代
、
テ
レ
ビ
で
見
た
国
連
ス

タ
ッ
フ
の
仕
事
に
あ
こ
が
れ
た
の
が
、

国
際
協
力
へ
の
関
心
が
生
ま
れ
た
最
初

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
藤
家
さ
ん
の
目
を

い
わ
ゆ
る
「
開
発
途
上
国
」
に
向
け
て

く
れ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

武
器
に
推
薦
入
試
で
入
っ
て
き
た
大
学

の
友
人
。
彼
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
孤
児
院
に
1
カ
月
間
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ「
中
国
・
環
境
分
野

研
修
員
3
年
間
1
万
人
計
画
」

を
実
施
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